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はじめに
本稿は､ 認知症 (とくにアルツハイマー病) の人の欲




















































The accompany process with conscious activity of the Alzheimer’s diseased
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認知症 (とくにアルツハイマー病) の人の欲求の実現のために､ その支援者 (寄り添い人) が､ ①認知症の人の意識活
動を洞察し､ ②その自己再生・自己表現・自己実現に寄り添う方法を設定し､ ③認知症の人に寄り添う過程を明らかに
する｡ まず､ 事象を通して問題の所在とその解決の切口を見出した｡ つぎに､ 人の意識活動における｢純粋自己｣と自他の
｢共同世界｣ の成り立ちを考え､ 認知症 (アルツハイマー病) の人の場合を推察した｡ これをもとに､ 共感的記憶会話同
伴銘記法を応用した､ アルツハイマー病の人の事例を検討した結果､ 認知症の人の純粋自己の意識活動に寄り添う過程を
明らかにすることができた｡






人 (本人) たちが体験する意識活動の闇 (やみ) と光






ここでは､ ｢純粋自己｣の特性､ 他者との出会い､ 自己と
他者の共同世界の成立を概観する｡
( ) ｢純粋体験｣ の中の ｢純粋自己｣
筆者自身を省みると､ 自分の｢身体｣と｢自己｣がこの世
界で唯一であり､ かつ､ 自分の｢身体｣と｢自己｣が経験し




験を持っている｡ 一体､ 己 (われ) は何者かという疑問
が生じた｡
どうしてこのような不思議な体験が生まれるのか｡
・・・それは､ 人が ｢自分だけの世界を経験 (純粋経験)｣
・・
し､ ｢自分だけの世界の中にいる自己 (純粋自己) を認
・・











与することにより､ この他者も､ 純粋自己の ｢世界 内 
存在｣ となる｡








る｡ ここで自他の共同世界 (世界 内 存在｣ が成立する
のである｡
( ) ｢純粋自己｣ がつくる ｢共同世界｣
ここで ｢純粋自己｣ とは､ 人が自己の体験の記憶にあ
る ｢自己像・時代像・世界像・家族像｣ の中に､ 今ここ
にある自身の ｢感覚・感情・予感・期待｣ と現前の他者


































































③ 自己の ｢輻輳する欲求｣ の統合
④ 自己と他者の ｢相または反する欲求｣ の統合
⑤ ｢欲求主体｣ と ｢環境条件｣ の統合
⑥ ｢現在｣ と ｢未来｣ の食い違いの統合
⑦ 生気を取り入れて成長する ｢美｣ と燃焼して廃棄さ
れる ｢醜｣ との統合
⑧ ｢生｣ と ｢死｣ の統合
⑨ 人生の ｢生きがい｣ と生涯の ｢終幕｣ の統合
⑩ ｢死ぬ人｣ と ｢生き残る人々｣ との統合
などがある｡
ここでは､ ① ｢過去と現在の統合｣､ ② ｢状況と自己




は出来ない｡ ｢この瞬間｣ (現事象) はそれが人に認識さ
れたときに既に過去になっている｡ そして私たちは ｢次
の瞬間｣ (次の現事象) に直面している｡ これが認識さ
れたとき既にこれも過去になり､ 私たちは ｢その次の瞬
間｣ (その次の現事象) に入っている｡ ではなぜ私たち












記憶の働きにより ｢状況｣ を ｢動き｣ として感じ取り､




く､ 眼前の一瞬の ｢状況と自己と他者｣ の絵を見るだけ
では､ その絵の中で ｢状況と自己と他者がそれぞれ点在

























く､ 認知症の人も､ ｢欲求主体｣ と ｢環境条件｣ の統合
が可能となるのである｡ すなわち､ 認知症の人の ｢自己
と環境を統合するはたらき｣ を支えているのは､ 本人の
中にある ｢長期記憶の蘇り｣ なのである｡














共に活動していること｣) を実感し､ 次に､ 甲の心身と
乙の心身が実在していること (｢それぞれの心身が活動






























術､ こころの健康    ､     ､ 日本精神衛生学会)  
  本人の心の働きに寄り添う (自己の支持)













このうち ｢胎宙記憶｣ は胎児期､ 母とともに暮らして
いるときの体験で､ 本人に深く刻まれたもの｡ ｢身体記
憶｣ ｢運動記憶｣ ｢感覚記憶｣ は､ 意識発生の基盤となる
器官に関わるもの｡ ｢意味記憶｣ ｢陳述記憶｣ ｢作業記憶｣
は､ 外界との関わりを通して蓄積されたもの｡




び起こされ､ 併せて ｢感覚・運動・身体記憶｣ が作動し､
基盤の ｢胎宙記憶｣ が振動している｡





通常､ 質問する言葉 (音声・言語・意味) の手順は次
のとおりである｡




















前 (本人が初対面と思っている期間) は､ 上記の質問の
手順を最初からくりかえすのが､ 効果的である｡ 馴染み
の関係が成立したあとは､ 本人の方から､ 相手に向かっ















なお､ 事例ごとに､ 性別､ 年齢､ 医学診断､ 発症年齢､
入所時年齢の順に記す (診断名は原文のママ)｡
事例１ 女   歳 アルツハイマー型認知症 発症推定
  歳？ 入所時  歳
○ 本人の世界：いま､ 女学生､ 親と暮らしている｡ 好
きな人と会えるのが楽しい｡
○ 会話者とのかかわり： 回目､ 会話者に飛びつく｡





事例  女   歳 アルツハイマー型認知症発症推定  
歳？ 入所時  歳
○ 本人の世界： ｢もう定年だからね､ いまは踊りをし
たいよ｣ (  歳まで働いていた)｡






事例  女   歳 老人性痴呆症 発症  歳頃から認
知症症状と思わしきものあり 入所時  歳 帰宅願
望が強かった
○ 本人の世界：現在､ 教員をしており､ ここは学校
｢自分の役割をしっかり行う｣ が信条｡
○ 会話者とのかかわり：面談しながら､ 会話者を ｢学


















事例  男   歳 アルツハイマー病の初期段階   ～
  歳頃 自宅 (妻と二人) 最近時々帰れなくなる
○ 本人の世界：いま､   歳位｡ 本業の田畑を見て回る
のが日課｡
○ 会話者とのかかわり：  回目､ 顔馴染みに､   回
目 ｢よくみる顔だな｣､ ｢先生の娘さんだね｣ (先輩
セツラー ｢先生｣ の娘と解釈している｡)
○ 会話者による心の交わり：会話者が同調すると喜び､

























































































































































 ) 喜多祐荘 ｢記憶障害 (健忘症) の人への援助技術｣











   ｢現象学｣ は､ われわれの経験の無偏見的な記述を
追究し､ ｢現象学的理解｣ は､ われわれに提示され
てくるすべてのものをそのまま受け取ること 現象
学的分析の原理 ｡ (千田義光： ｢現象｣､ 現象学事
典､ 至文堂､     ､        ､ より)
   ｢現象学的還元｣ とは､ われわれが信じている諸事
象や世界を ｢括弧に入れる｣  判断停止 ことにより､
｢純粋意識｣  超越論的意識 の領域が残ること｡ (渡
辺二郎： ｢現象学的還元｣､ 現象学事典､ 至文堂､  
   ､        ､ より)
   ｢超越論的間主観｣ とは､ 個人の内在的主観と他者
の内在的主観とが ｢共有の世界の内で交流している｣
 世界－内－存在 こと｡ (竹田青嗣： ｢間主観性の







 ) 竹田青嗣：はじめての現象学､ 海鳥社､      (人
の認識の内容分類､ 超越論的還元による純粋自我､
現象学的 ｢共主観｣ について説明)
 ) 哲学原典資料集､ 東京大学出版会､     . (哲学書
(現象学を含む) の抄出による紹介)
 ) 山鳥 重：記憶の神経心理学､ 医学書院､     .
 記憶の現象学､ 記憶の種類と障害､ 記憶の心理構
造などについて 






病､ 法研､      (アルツハイマー病の原因､ 経過､
治療､ 介護について)
 ) 喜多祐荘：認知症の人の心を知る (上･下)､ おはよ
う        ･ (アルツハイマー病の人の記憶細




症､ 旬報社､      (軽度記憶障害､ ピック病､ レ
ビー小体病､ アルツハイマー病の原因･症状･対応に
ついて)
 ) 水谷 仁編：      ムック ここまで解明された
脳のしくみ､ ニュートンプレス､      (脳の仕組






者･家族･施設関係者､ (財) みずほ教育福祉財団､ 東海
大学健康福祉学部社会福祉学科の職員･学生の方々(ほた
るセルツメント)に深くお礼申し上げます｡
(        )
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